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②

新型コロナウイルス急拡大！新型コロナウイルス急拡大！
                第 7 波 オミクロン株 BA.5 が襲撃第 7波 オミクロン株 BA.5 が襲撃

　

２
０
２
０
年
か
ら
日
本
国
内
で
も
広

　

２
０
２
０
年
か
ら
日
本
国
内
で
も
広

が
り
始
め
、
未
だ
に
収
束
し
な
い
新
型

が
り
始
め
、
未
だ
に
収
束
し
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
本
市
で
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
本
市
で
も

２
０
２
１
年

２
０
２
１
年
1212
月
に
第
１
例
目
の
感
染

月
に
第
１
例
目
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
感
染
が
徐
々

者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
感
染
が
徐
々

に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
１
日
の
感
染
者
数
に
つ
い

　

本
市
の
１
日
の
感
染
者
数
に
つ
い

て
、
昨
年
の
８
月
を
ピ
ー
ク
に
、
今
年

て
、
昨
年
の
８
月
を
ピ
ー
ク
に
、
今
年

の
６
月
ま
で
は
比
較
的
緩
や
か
な
増
減

の
６
月
ま
で
は
比
較
的
緩
や
か
な
増
減

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
に
入
り
、

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
に
入
り
、

そ
の
数
は
急
増
。
７
月
１
日
か
ら
７
月

そ
の
数
は
急
増
。
７
月
１
日
か
ら
７
月

3131
日
ま
で
の
１
か
月
間
の
感
染
者
数
は

日
ま
で
の
１
か
月
間
の
感
染
者
数
は

３
７
０
名
を
超
え
ま
し
た
。
そ
し
て
８

３
７
０
名
を
超
え
ま
し
た
。
そ
し
て
８

月
に
入
る
と
さ
ら
に
急
増
し
、
８
月
１

月
に
入
る
と
さ
ら
に
急
増
し
、
８
月
１

日
か
ら
８
月

日
か
ら
８
月
1515
日
時
点
で
、
５
０
０
名

日
時
点
で
、
５
０
０
名

を
超
え
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

を
超
え
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
染
は
、
各
年
代
に
幅
広

す
。
ま
た
、
感
染
は
、
各
年
代
に
幅
広

く
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
無
症
状
の
方
が

く
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
無
症
状
の
方
が

多
か
っ
た
の
が
、
発
熱
や
の
ど
の
痛
み

多
か
っ
た
の
が
、
発
熱
や
の
ど
の
痛
み

な
ど
様
々
な
症
状
が
出
る
方
が
増
え
て

な
ど
様
々
な
症
状
が
出
る
方
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

急
増
の
主
な
要
因
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

　

急
増
の
主
な
要
因
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
派
生
型
Ｂ
Ａ
・
５
系
統
へ
の
置
き

株
の
派
生
型
Ｂ
Ａ
・
５
系
統
へ
の
置
き

換
わ
り
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
、
第
７

換
わ
り
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
、
第
７

波
の
到
来
で
す
。
ま
た
、
３
回
目
の
ワ

波
の
到
来
で
す
。
ま
た
、
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過

ク
チ
ン
接
種
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過

し
、
感
染
予
防
効
果
が
減
少
し
て
い
る

し
、
感
染
予
防
効
果
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
す
。

７
月
以
降
、
本
市
の
感
染
者
数

７
月
以
降
、
本
市
の
感
染
者
数

が
急
増
！

が
急
増
！

（人）

※県発表に基づき作成

10 歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
79人 48 人 52人 76人 68人 62人 52人 35人 28人 8人 508 人
15.6％ 9.4％ 10.2％ 15.0％ 13.4％ 12.2％ 10.2％ 6.9％ 5.5％ 1.6％ 100％

8 月の年代別感染者数（R4.8.15 現在）

男性 女性 合計
253人 255人 508人
49.8％ 50.2％ 100％

【性別】
あり なし 合計
491人 17人 508人
96.7％ 3.3％ 100％

【症状】

8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/15
R3 31 20 45 44 51 87 71 104 66 82 108 154 158 164 140
R4 1,794 3,880 3,356 3,706 3,334 3,356 3,123 2,145 3,868 3,988 3,956 2,908 3,967 3,486 2,626

県の感染者数推移（8/1 ～ 8/15）（人）

市政の窓 2022.9 月号



③

県
が
「
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣
言
」

県
が
「
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣
言
」

を
発
令

を
発
令

　

第
７
波
は
、
本
市
だ
け
で
は
な
く
、

　

第
７
波
は
、
本
市
だ
け
で
は
な
く
、

鹿
児
島
県
全
体
に
も
大
き
な
影
響
を
与

鹿
児
島
県
全
体
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
新
規
感
染
者
数
が
７
月
に
初
め
て

え
、
新
規
感
染
者
数
が
７
月
に
初
め
て

１
０
０
０
人
台
を
超
え
、
２
０
０
０
人

１
０
０
０
人
台
を
超
え
、
２
０
０
０
人

台
、
３
０
０
０
人
台
と
極
め
て
高
い
水

台
、
３
０
０
０
人
台
と
極
め
て
高
い
水

準
で
推
移
し
ま
し
た
。

準
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
爆

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
爆

発
的
な
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
県
は
、

発
的
な
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
県
は
、

８
月
３
日
に
「
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣

８
月
３
日
に
「
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣

言
」
を
発
令
し
ま
し
た
。
宣
言
の
主
な

言
」
を
発
令
し
ま
し
た
。
宣
言
の
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆◆ 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
妊

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
妊

娠
中
の
方
へ
、
混
雑
し
た
場
所
や
感
染

娠
中
の
方
へ
、
混
雑
し
た
場
所
や
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
場
所
へ
の
外
出
を
避
け

リ
ス
ク
が
高
い
場
所
へ
の
外
出
を
避
け

る
な
ど
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を

る
な
ど
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と

◆◆ 

高
齢
者
施
設
等
の
事
業
者
の
方
へ
、

高
齢
者
施
設
等
の
事
業
者
の
方
へ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
推
進
、
換
気
の
徹

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
推
進
、
換
気
の
徹

底
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

底
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

◆◆ 

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
場
合
の
体

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
場
合
の
体

調
管
理
の
徹
底
を
行
う
こ
と

調
管
理
の
徹
底
を
行
う
こ
と

◆◆ 

離
島
訪
問
時
や
帰
省
時
、
感
染
に
不

離
島
訪
問
時
や
帰
省
時
、
感
染
に
不

安
の
あ
る
方
に
は
、
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

安
の
あ
る
方
に
は
、
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

◆◆ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
奨

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
奨

◆◆ 

マ
ス
ク
会
食
の
徹
底
、
第
三
者
認
証

マ
ス
ク
会
食
の
徹
底
、
第
三
者
認
証

店
の
利
用　

な
ど

店
の
利
用　

な
ど

　

宣
言
の
発
令
期
間
は
、
８
月

　

宣
言
の
発
令
期
間
は
、
８
月
3131
日
ま
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
診
療
体
制
の
逼
迫
や
県

　

本
市
で
は
、
診
療
体
制
の
逼
迫
や
県

の
「
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣
言
」
を
受

の
「
Ｂ
Ａ
・
５
対
策
強
化
宣
言
」
を
受

け
て
、
八
板
市
長
が
市
民
向
け
に
メ
ッ

け
て
、
八
板
市
長
が
市
民
向
け
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
行
政
放
送
で
、
注
意

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
行
政
放
送
で
、
注
意

喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
８
月

喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
８
月
1010
日
発
日
発

行
の
「
す
こ
や
か
だ
よ
り
特
別
号
３
」

行
の
「
す
こ
や
か
だ
よ
り
特
別
号
３
」

に
、
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
し

に
、
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
し

た
。
た
。

八
板
市
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

八
板
市
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
、

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　

診
療
体
制
が
逼
迫

　
　
　
　

診
療
体
制
が
逼
迫

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
熱

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
熱

外
来
や
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
の
急
増

外
来
や
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
の
急
増

に
伴
い
、
診
療
体
制
が
逼
迫
す
る
事
態

に
伴
い
、
診
療
体
制
が
逼
迫
す
る
事
態

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
来

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
来

診
療
を
一
時
中
止
し
、
８
月

診
療
を
一
時
中
止
し
、
８
月
2828
日
ま
で

日
ま
で

電
話
診
療
で
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

電
話
診
療
で
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

（
８
月

（
８
月
1919
日
時
点
）

日
時
点
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

つ
い
て

　

本
市
で
は
、
８
月
８
日
か
ら
４
回
目

　

本
市
で
は
、
８
月
８
日
か
ら
４
回
目

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
年
代
別
ワ
ク

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
年
代
別
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

チ
ン
接
種
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▲ 4回目ワクチン接種の様子▲子どものワクチン接種の様子

年代区分 対象者数
（R4.4月末人口）

2回接種済み
（上段：人数）
（下段：割合）

3回接種済み
（上段：人数）
（下段：割合）

4回接種済み
（上段：人数）
（下段：割合）

65歳以上 5,694 5,556
97.6％

5,139
90.3％

1,184
20.8％

18歳～ 64歳 6,771 6,515
96.2％

5,408
79.9％

115
1.7％

12歳～ 17歳 723 628
86.9％

431
59.6％ ―

5歳～ 11歳 884 379
42.9％ ― ―

合計 14,072 13,078
92.9％

10,978
78.0％

1,299
9.2％

※ 12 歳～ 17 歳の 4回目および 5歳～ 11 歳の 3回目・4回目は未承認。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

市
民
の
皆
さ
ま
へ

　

引
き
続
き
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指

　

引
き
続
き
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指

消
毒
、
三
密
を
避
け
る
な
ど
の
感
染
防

消
毒
、
三
密
を
避
け
る
な
ど
の
感
染
防

止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用

　

暑
い
日
が
続
き
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
熱
中
症
に

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
熱
中
症
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
換
気
対
策
も
し
っ

気
を
つ
け
な
が
ら
、
換
気
対
策
も
し
っ

か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

新型コロナワクチン 年代別接種状況（R4.8.17 現在）

市政の窓2022.9 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

７
月

　

７
月
1919
日
（
火
）、
現
和
小
学
校
で
、

日
（
火
）、
現
和
小
学
校
で
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱
に
よ
る
「
し
ょ
う
ゆ

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱
に
よ
る
「
し
ょ
う
ゆ

塾
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

塾
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
５
・
６
年
生
の
児
童
は
、

た
。
参
加
し
た
５
・
６
年
生
の
児
童
は
、

し
ょ
う
ゆ
の
製
造
方
法
や
働
き
な
ど
を

し
ょ
う
ゆ
の
製
造
方
法
や
働
き
な
ど
を

学
び
、
し
ょ
う
ゆ
の
し
ぼ
り
カ
ス
の
匂

学
び
、
し
ょ
う
ゆ
の
し
ぼ
り
カ
ス
の
匂

い
や
感
触
を
体
験
。「
み
そ
の
匂
い
が
す

い
や
感
触
を
体
験
。「
み
そ
の
匂
い
が
す

る
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今

る
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今

後
、
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
、
し
ょ
う

後
、
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
、
し
ょ
う

ゆ
を
使
っ
た
「
地
域
の
郷
土
料
理
」
を

ゆ
を
使
っ
た
「
地
域
の
郷
土
料
理
」
を

考
案
し
、
９
月
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

考
案
し
、
９
月
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　

柳
田
ひ
か
る
さ
ん
（
６
年
）
は
、「
し
ょ

　

柳
田
ひ
か
る
さ
ん
（
６
年
）
は
、「
し
ょ

う
ゆ
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学
ん
だ
。
種

う
ゆ
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学
ん
だ
。
種

子
島
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
い
し
い
料

子
島
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
い
し
い
料

理
を
考
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

理
を
考
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱  

し
ょ
う
ゆ
塾

し
ょ
う
ゆ
塾

「
自
分
た
ち
の
郷
土
料
理
を
考
え
よ
う
」

「
自
分
た
ち
の
郷
土
料
理
を
考
え
よ
う
」

▲ しょうゆのしぼりカスに興味津々▲ しょうゆのしぼりカスに興味津々

　

７
月

　

７
月
2323
日
（
土
）、
市
民
会
館
で
、
市

日
（
土
）、
市
民
会
館
で
、
市

校
長
協
会
・
教
頭
会
合
同
研
修
会
が
行

校
長
協
会
・
教
頭
会
合
同
研
修
会
が
行

わ
れ
、
市
内
各
学
校
の
校
長
先
生
と
教

わ
れ
、
市
内
各
学
校
の
校
長
先
生
と
教

頭
先
生
が
「
特
別
支
援
教
育
」
に
つ
い

頭
先
生
が
「
特
別
支
援
教
育
」
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
種

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
種

子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

荒
木
潮
彦
先
生
と
、
田
上
診
療
所
の
岩

荒
木
潮
彦
先
生
と
、
田
上
診
療
所
の
岩

元
二
郎
先
生
で
す
。
２
人
の
先
生
か
ら

元
二
郎
先
生
で
す
。
２
人
の
先
生
か
ら

は
、「
学
習
障
害
」「
学
校
と
医
療
の
連

は
、「
学
習
障
害
」「
学
校
と
医
療
の
連

携
」
等
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

携
」
等
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
、「
ま
ず
は
障

　

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
、「
ま
ず
は
障

害
に
つ
い
て
知
り
、
方
策
を
学
ぶ
こ
と

害
に
つ
い
て
知
り
、
方
策
を
学
ぶ
こ
と

が
重
要
。
子
ど
も
の
将
来
の
自
己
実
現

が
重
要
。
子
ど
も
の
将
来
の
自
己
実
現

に
繋
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」

に
繋
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

校
長
・
教
頭
先
生
が
「
特
別
支
援

校
長
・
教
頭
先
生
が
「
特
別
支
援

教
育
」
に
つ
い
て
学
ぶ

教
育
」
に
つ
い
て
学
ぶ

出
郷
者
の
集
い
「
東
海
西
之
表
会
」
役
員
幹
事
会
開
催

出
郷
者
の
集
い
「
東
海
西
之
表
会
」
役
員
幹
事
会
開
催

　

７
月

　

７
月
1010
日
（
日
）、
愛
知
県
名
古
屋
市

日
（
日
）、
愛
知
県
名
古
屋
市

で
、
東
海
地
方
の
本
市
出
郷
者
を
中
心

で
、
東
海
地
方
の
本
市
出
郷
者
を
中
心

に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
東
海
西
之
表
会

に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
東
海
西
之
表
会

（
会
員
２
７
０
名
）」
役
員
会
が
開
催
さ

（
会
員
２
７
０
名
）」
役
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
に
「
第

　

令
和
元
年
に
「
第
2121
回
東
海
西
之
表

回
東
海
西
之
表

会
」
を
開
催
し
て
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

会
」
を
開
催
し
て
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
連
続

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
連
続

開
催
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
会

開
催
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
会

の
木
原
幸
一
郎
会
長
を
は
じ
め
、
役
員

の
木
原
幸
一
郎
会
長
を
は
じ
め
、
役
員

1616
名
が
久
し
ぶ
り
に
集
い
ま
し
た
。
当

名
が
久
し
ぶ
り
に
集
い
ま
し
た
。
当

日
は
種
子
島
弁
で
会
話
が
弾
む
な
ど
楽

日
は
種
子
島
弁
で
会
話
が
弾
む
な
ど
楽

し
い
会
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
榎
元
文

し
い
会
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
榎
元
文

雄
事
務
局
長
は
、「
東
海
西
之
表
役
員
幹

雄
事
務
局
長
は
、「
東
海
西
之
表
役
員
幹

事
は
皆
元
気
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

事
は
皆
元
気
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

木原幸一郎会長（前列中央 /本市現和出身）と榎元文雄事務木原幸一郎会長（前列中央 /本市現和出身）と榎元文雄事務
局長（後列左から 3人目 /本市安城出身）、他 役員の皆さん局長（後列左から 3人目 /本市安城出身）、他 役員の皆さん

陸
上
競
技
で
優
勝

陸
上
競
技
で
優
勝  

全
国
大
会
に
出
場

全
国
大
会
に
出
場　
仁
禮
み
な
み
さ
ん
（
榕
城
小
６
年
）

　

仁
禮
み
な
み
さ
ん
（
榕
城
小
６
年
）

と
、
中
山
綾
音
さ
ん
（
種
子
島
中
２
年
）

と
、
中
山
綾
音
さ
ん
（
種
子
島
中
２
年
）

が
、
陸
上
競
技
で
九
州
大
会
及
び
全
国

が
、
陸
上
競
技
で
九
州
大
会
及
び
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
、
８
月
３
日

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
、
８
月
３
日

（
水
）、
そ
の
報
告
の
た
め
来
庁
し
ま
し

（
水
）、
そ
の
報
告
の
た
め
来
庁
し
ま
し

た
。
た
。

　

仁
禮
さ
ん
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ

　

仁
禮
さ
ん
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ

〈
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
（

〈
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
（
4040
ｍ
９
ｍ
９

㎝
）
と
走
幅
跳
（
３
ｍ

㎝
）
と
走
幅
跳
（
３
ｍ
3737
㎝
）
の
複
合

㎝
）
の
複
合

競
技
〉
で
、
中
山
さ
ん
は
、
走
高
跳
（
１

競
技
〉
で
、
中
山
さ
ん
は
、
走
高
跳
（
１

ｍｍ
6161
㎝
）
で
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
記

㎝
）
で
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
記

録
を
残
し
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

録
を
残
し
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

仁
禮
さ
ん
と
中
山
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん

　

仁
禮
さ
ん
と
中
山
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん

の
指
導
の
お
か
げ
。
次
の
大
会
も
楽
し

の
指
導
の
お
か
げ
。
次
の
大
会
も
楽
し

み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

左から、八板市長、仁左から、八板市長、仁禮禮みなみさん、みなみさん、

　　　　　中山綾音さん、コーチの岩坪陽一郎さん　　　　　中山綾音さん、コーチの岩坪陽一郎さん

市政の窓 2022.9 月号



　

７
月
３
日
〜
７
月
24
日
の
期
間
に
、
熊
毛
地
区
１
市
３
町
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
で
、
第
63
回
県
民
体
育
大
会
熊
毛
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
選
手
は
県
大
会
の
出
場
権
を
か
け
、
熱
戦
を
展
開
。

西
之
表
市
は
、13
種
目
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
卓
球
の
２
種
目
で
男
女
共
に
優
勝
す
る
快
挙
も
達
成
し
ま
し

た
。

　

今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
無
観
客

で
の
実
施
と
な
り
、
ま
た
、
開
催
日
が
延
期
と
な
る
種
目
も
あ
り

ま
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
努
力
を
重
ね
、
精
一
杯
競

技
に
挑
み
ま
し
た
。
審
判
団
及
び
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
各
団
体
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
優
勝
し
た
種
目
の
選
手
及
び
、
陸
上
競
技
の
個
人
優
勝
者

は
、
９
月
17
日
〜
９
月
18
日
に
開
催
さ
れ
る
第
75
回
県
民
体
育
大

会
に
、
熊
毛
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

競技別成績（西之表市）
競 技 種 目 順位
陸上 1位

バレーボール 男子 1位
女子 1位

卓球 男子 1位
女子 1位

ソフトテニス 男子 1位
女子 2位

相撲 青年 2位
一般 1位

弓道 2位
ゲートボール 1位
サッカー 1位

第 63回
県民体育大会熊毛地区大会

市市
の
取
組
み

の
取
組
み

市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！

軟式野球 3位

ソフトボール 男子 2位
女子 1位

バドミントン 男子 3位

テニス 男子 1位
女子 2位

グラウンド・ゴルフ 3位
ゴルフ 1位
バスケットボール 男子 3位
サーフィン 1位

⑤ 市政の窓2022.9 月号



⑥

　

７
月
18
日
（
月
）、
第
16
回
種
子
島

カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会

は
、
西
之
表
港
沖
を
ス
タ
ー
ト
に
、
ゴ
ー

ル
の
鹿
児
島
湾
入
口
を
目
指
し
て
10
艇

（
約
56
名
）
の
ヨ
ッ
ト
が
美
浜
海
岸
沖
を

出
発
。
浜
か
ら
は
、
レ
ー
ス
を
見
に
来

た
家
族
等
が
応
援
し
て
い
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
左
図
の

と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
浦
田
海
水
浴
場
で
、

サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ

ン
グ
、
貝
が
ら
・
漂
流
物
工
作
を
実
施

し
、
参
加
者
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
等
を
製
作
し
ま
し
た
。

レース結果
【IRC クラス】

優勝　　M
モ ー メ ン ト

oment

準優勝　P
パパスフォー

APAS4

３位　　S
サンスプラッシュ

unsplash

【Cクラス】
優勝　　T

タイドオーバー

ideOver

準優勝　海
カイオウスプリント

王 Sprint

▲美浜海岸沖をスタートしたヨット

　

ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
、
５
人
兄
妹
の
長
女

と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
農
業
を
営
み
、
２
人
の
子
ど

も
を
育
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
現
和
苑
に
入
所
さ
れ
て
お

り
、
誕
生
日
に
は
、
ご
家
族
も
来
苑
さ

れ
、
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！上

妻
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
現
和
西
俣
）

〈
大
正
11
年
７
月
２
日
生
ま
れ
〉

上妻ハルヱさん上妻ハルヱさん

第
29
回
県
消
防
協
会
熊
毛
支
部

消
防
操
法
大
会

　

７
月

　

７
月
2424
日
（
日
）、
南
種
子
町
で
、
第

日
（
日
）、
南
種
子
町
で
、
第

2929
回
県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
消
防
操
法

回
県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
市
町
の
消
防
団

大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
市
町
の
消
防
団

が
日
頃
鍛
え
た
操
法
技
術
を
競
い
ま
し

が
日
頃
鍛
え
た
操
法
技
術
を
競
い
ま
し

た
。
た
。

　

今
大
会
に
は
、
榕
城
分
団
が
、
小
型

　

今
大
会
に
は
、
榕
城
分
団
が
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
に
市
の

ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
に
市
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
惜
し
く

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
惜
し
く

も
優
勝
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

も
優
勝
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
会
に
向
け
、
連
日
訓
練
さ
れ
て
い
た

大
会
に
向
け
、
連
日
訓
練
さ
れ
て
い
た

榕
城
分
団
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

榕
城
分
団
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

し
た
。

　

優
勝
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン

　

優
勝
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン

プ
車
の
部
ど
ち
ら
も
中
種
子
町
で
、
県

プ
車
の
部
ど
ち
ら
も
中
種
子
町
で
、
県

大
会
の
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

榕城分団 小型ポンプの部 3位、ポンプ車の部 2位榕城分団 小型ポンプの部 3位、ポンプ車の部 2位

▲フォトフレーム作りに挑戦

種
子
島
カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
！

市政の窓 2022.9 月号



　

７

　

７
月
22
日
（
金
）、「
第
30
回
わ
れ
は

海
の
子
黒
潮
の
子
浦
田
遠
泳
大
会
」
を

開
催
し
、
市
内
の
小
学
校
児
童
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

浦
田
漁
港
で
開
会
式
を
行
っ
た
後
、

各
学
校
ご
と
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
日
は
風
が
あ
り
、
波
も
少
し
高
い

状
況
で
し
た
が
、
児
童
は
「
え
ー
ん
や

こ
ー
ら
」
と
声
を
出
し
て
ゴ
ー
ル
の
浦

田
海
水
浴
場
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
、
保
護
者
が
拍
手
と
声

援
で
エ
ー
ル
を
送
り
、
最
後
ま
で
泳
ぎ

き
っ
た
児
童
全
員
に
、
金
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

完
泳
し
た
秋
山
小
夜
さ
ん
（
上
西
小
・

５
年
）
は
、
今
回
初
め
て
遠
泳
大
会
に

挑
戦
。「
泳
ぎ
始
め
は
少
し
焦
っ
た
け
れ

ど
、
最
後
は
自
分
の
力
で
泳
ぎ
き
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
17
日
（
日
）
に
は
、
国

上
小
・
古
田
小
独
自
の
遠
泳
大
会
が
最

後
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。
完
泳
し
た

児
童
か
ら
は
「
最
後
に
友
達
と
一
緒
に

泳
ぎ
き
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
閉
会

式
で
は
、
古
田
校
区
の
窪
田
良
二
区
長

が
、
完
泳
し
た
児
童
に
労
い
の
言
葉
を

か
け
、「
こ
れ
ま
で
の
遠
泳
大
会
で
繋

が
っ
た
校
区
間
の
深
い
交
流
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

遠
泳
大
会
を
開
催
！
児
童
ら
力
強
い
泳
ぎ
見
せ
る

　

８
月

　

８
月
1717
日
（
水
）、
市
役
所
で
、
第

日
（
水
）、
市
役
所
で
、
第

1313
回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会

回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会

（
離
島
甲
子
園
）
に
出
場
す
る
種
子
島

（
離
島
甲
子
園
）
に
出
場
す
る
種
子
島

中
学
校
野
球
部
の
激
励
会
を
行
い
ま
し

中
学
校
野
球
部
の
激
励
会
を
行
い
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
８
月

た
。
同
大
会
は
、
８
月
2222
日
か
ら
５
日

日
か
ら
５
日

間
、
新
潟
県
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

間
、
新
潟
県
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
校
野
球
部
主
将
の
宮
下
航
樹
さ
ん

　

同
校
野
球
部
主
将
の
宮
下
航
樹
さ
ん

（
３
年
）
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
が
開

（
３
年
）
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
う
。

催
さ
れ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
う
。

種
子
島
中
ら
し
く
、
が
む
し
ゃ
ら
な
プ

種
子
島
中
ら
し
く
、
が
む
し
ゃ
ら
な
プ

レ
イ
で
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
い
決
意

レ
イ
で
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
い
決
意

表
明
を
行
い
、
激
励
会
に
参
加
し
た
職

表
明
を
行
い
、
激
励
会
に
参
加
し
た
職

員
が
選
手
た
ち
を
拍
手
で
送
り
出
し
ま

員
が
選
手
た
ち
を
拍
手
で
送
り
出
し
ま

し
た
。

し
た
。

種
子
島
中
学
校
が
離
島
甲
子
園
に
出
場
！
激
励
会
で
エ
ー
ル

畜
魂
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

８
月

　

８
月
５５
日
（
金
）、
種
子
島
家
畜
市

日
（
金
）、
種
子
島
家
畜
市

場
（
中
種
子
町
）
で
、畜
魂
祭
が
行
わ
れ
、

場
（
中
種
子
町
）
で
、畜
魂
祭
が
行
わ
れ
、

熊
毛
地
域
の
畜
産
関
係
者
等
が
参
加
し

熊
毛
地
域
の
畜
産
関
係
者
等
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

畜
魂
祭
は
、
家
畜
に
感
謝
す
る
と
と

　

畜
魂
祭
は
、
家
畜
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
熊
毛
地
域
の
肉
用
牛
の
さ
ら
な

も
に
、
熊
毛
地
域
の
肉
用
牛
の
さ
ら
な

る
振
興
と
産
地
化
を
願
っ
て
毎
年
行
わ

る
振
興
と
産
地
化
を
願
っ
て
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
市
場
に
は
、
畜
魂
碑
と
碑

れ
て
お
り
、
市
場
に
は
、
畜
魂
碑
と
碑

文
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
第

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
第
5353
回
熊
毛
地

回
熊
毛
地

区
畜
産
共
進
会
も
開
催
さ
れ
、
全
国
和

区
畜
産
共
進
会
も
開
催
さ
れ
、
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
（
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

牛
能
力
共
進
会
（
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

に
係
る
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
係
る
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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【作り方】
① 豚肉に下味をつける。（酒、醤油、各小さじ 1）
② へちまは皮を剥き、3～ 4cm角の乱切り、たまねぎとにんじんは千切り、しょうがはみじん切りに
する。
③ ごま油で豚肉としょうがを炒め、色が変わったら、玉ねぎとにんじんを入れてよく炒める。しんなり
としてから、ⒶⒶの調味料を入れる。
④ へちまとしめじとにらを入れて、煮汁にとろみが出てきたら火を止める。

【材料】（4人分）
へちま……500g
豚肉………200g
たまねぎ…250g（中 1個）
にんじん…100g（1本）
にら………100g（１束）
しめじ……１パック
しょうが…10g

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 184 弾第 184 弾
★へちまと味噌の相性抜群
へちまと豚肉の味噌炒めへちまと豚肉の味噌炒めごま油……大さじ２

さとう……大さじ 1～ 2
みりん……大さじ２
みそ………60g
《豚肉下味用》
酒…………小さじ 1
醤油………小さじ 1

市
長
独
言
№ 65
…
渡
り
銀
座
の
子
育
て

　

馬
毛
島
の
基
地
計
画
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
準
備
書
で
興
味

深
か
っ
た
事
柄
の
一
つ
に
、
タ
カ
類
の
ミ
サ
ゴ
の
繁
殖
と
最
高
地
岳
之
腰
（
標
高
71
㍍
）

と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
巣
の
見
つ
か
っ
た
ミ
サ
ゴ
は
留
鳥
と
み
ら
れ
ま
す
。
つ
が

い
は
２
組
で
、
共
に
３
羽
の
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
つ
が
い
で
は

な
い
雌
雄
の
個
体
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

重
要
種
と
さ
れ
た
ミ
サ
ゴ
や
ノ
ス
リ
の
飛
跡
を
書
き
込
ん
だ
面
白
い
地
図
が
あ
り
ま

す
。
ミ
サ
ゴ
は
海
岸
部
の
営
巣
地
を
起
点
に
、
小
高
い
岳
之
腰
を
旋
回
上
昇
し
て
反
対

側
の
海
岸
部
へ
移
動
し
ま
す
。
最
高
地
の
上
昇
気
流
を
利
用
し
て
エ
サ
と
な
る
魚
を
グ

ル
グ
ル
探
し
回
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

巣
は
工
事
区
域
に
近
く
、
準
備
書
は
「
繁
殖
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
一
方
、「
採

餌
範
囲
の
海
域
は
大
部
分
が
改
変
さ
れ
な
い
。
繁
殖
環

境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま

た
、航
空
機
と
の
衝
突
に
関
し
て
、岳
之
腰
付
近
に
「
旋

回
上
昇
す
る
飛
跡
が
集
中
」
と
し
つ
つ
、
岳
之
腰
が
平

坦
に
削
ら
れ
て
「
旋
回
上
昇
が
少
な
く
な
る
」
の
で
、

衝
突
の
可
能
性
は
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
ミ
サ
ゴ
に
話
を
聞
い
た
ら
「
子
育
て
を
す
る

巣
の
そ
ば
で
、
工
事
の
騒
音
や
粉
塵
は
大
迷
惑
。
岳
之

腰
が
無
く
な
っ
た
ら
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
難
儀
す
る
し
、

海
ま
で
汚
れ
た
ら
マ
ジ
困
る
。
空
の
戦
闘
機
は
避
け
ら

れ
ず
超
危
険
」
と
言
い
そ
う
で
す
。

　

私
は
馬
毛
島
で
ヒ
ヨ
や
ム
ナ
グ
ロ
の
渡
り
の
大
群
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
準
備

書
は
、
秋
の
渡
り
時
期
の
48
時
間
に
飛
跡
２
万
１
８
３
１
を
確
認
し
た
と
記
し
ま
す
。

　

あ
る
鳥
類
専
門
家
が
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。「
サ
シ
バ
な
ど
秋
の
渡
り
群
は
佐
多
岬
を

飛
び
立
っ
て
南
に
向
か
う
け
れ
ど
、
準
備
書
に
言
及
が
な
い
な
あ
」「
南
西
諸
島
と
そ
の

南
方
で
越
冬
す
る
サ
シ
バ
等
が
春
に
北
上
す
る
際
に
も
馬
毛
島
あ
た
り
の
通
過
の
状
態

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
気
に
な
る
」
と
。

　

馬
毛
島
は
渡
り
空
路
の
銀
座
。
洋
上
の
オ
ア
シ
ス
な
の
で
す
。

［ⒶⒶ

渡りの途中、馬毛島に立ち寄ったムナグロの群れ
＝ 2013 年 5 月
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ご支援ご支援
ありがとうありがとう
ございますございます

西
之
表

市ふ
るさと（納

税
）
応
援
寄
附

金

西
之
表

市ふ
るさと（納

税
）
応
援
寄
附

金

　市では、平成 20年度に「西之表市ふるさと応援寄附金条例」を制定し、
全国の皆様からご支援を頂いています。令和 3年度にお寄せいただいた寄附
金の総額は次のとおりです。
　総額２億 801万 9,909 円　全 16,823 件（北海道 385件、東北 453件、
関東・甲信越 8,414 件、北陸 192 件、東海 1,861 件、関西 3,061 件、中
国 641件、四国 300件、九州・沖縄 1,516 件）
　「西之表市ふるさと（納税）応援寄附金」は、次の事業の財源として活用
させていただきました。

全国火縄銃大会（種子島火縄銃保存会 50周年記念）
　種子島火縄銃保存会設立
50 周年を記念して、全国
各地より団体を招き、全国
火縄銃大会を開催。11 月
7 日の第 29 回種子島鉄砲

村商工フェスティバルにて実施し、島外５団体（堺
火縄銃保存会・紀州雑賀鉄砲隊・根来史研究会根
来鉄砲隊・岩国藩鉄砲保存会・葦北鉄砲隊）、種
子島火縄銃保存会を含む６団体、総勢 47名によ
り演武が披露され、多くの観客が、各団体の披露
する演武と轟音に魅了されました。

自主防災組織育成事業
　校区単位で結成してい
る自主防災組織の育成や
防災力の強化を図り、自
助・共助の強化を図る事
業を実施しました。

令和３年度は、鹿児島県地域防災リーダー養成講座
に自主防災組織から派遣するとともに、西之表市自
主防災組織連絡協議会に補助金を交付し、防災に関
する資器材等を購入し、各校区へ配備しました。
〇購入品
　発電機（12 台）、コードリール（12 台）、LED
　ランタン（60台）、非常食１日３食セット（12
　個 /箱：20箱）

西之表市史編さん事業
　市民が郷土の歴
史を知り、本市の歴
史文化や文化財、自
然に対する誇りと
愛着を深めるため、
編さんのための各
種会議を開催し、専
門家等による史資

料調査・収集、原稿執筆により『西之表市史』の
編さん・発行を行います。
　令和３年度は、編さん委員会、編集委員会を実
施しました。各専門部会では、自然、先史、中世、
校区史部会を実施。令和２年度に引き続き「編さ
んだより」を年４回市内全戸に配布し、編さん状
況の周知を行いました。また。市民や出郷者から
は、写真や日記など 500 点を超える古資料の提
供がありました。

子育て応援券支給事業
　本市では、赤ちゃんの出生をお祝いするとと
もに、子育て世帯の経済的負担の軽減を図るた
め、乳幼児の衣食に係る商品と交換することので
きる１枚 1,000 円分の応援券を出生時に 60 枚
（60,000 円分）、満１歳の時に 12枚（12,000 円
分）支給しています。　　　
◆令和 3年度 : 支給件数 174名

◆その他たくさんの事業に活用させ
ていただきました。詳しくは市ホー
ムページで紹介しています。

■問合せ先　市役所経済観光課ふるさと納税推進係　☎ 0997‐22‐1111内線 275

市外にお住まいの親戚・知人の方に
西之表市ふるさと納税をぜひご紹介ください！
　ふるさと納税は、市外に住んでいる方が西之表市に
一定額以上の寄附を行うと、希望する西之表市の特産
品（返礼品）が送られてくる他、寄付額等に応じて一
定限度額まで住民税・所得税の控除が受けられる制度
です。

図書館図書整備事業（小学校）
　文部科学省の学校図書館図書標準に準じた学校

図書冊数を目標に児童の多様
な読書活動を推進するため、
平成 30 年度から図書冊数を
増やす「図書館図書整備事業
（小学校）」を実施しています。 

（令和 3年度実績）　　　　
伊関小 161 冊、安城小 119 冊、古田小 155 冊、  
住吉小 102冊　　合  計    537 冊

⑨ 市政の窓2022.9 月号



⑩

道路上に木や竹が張り出していると、歩行者や自動車の通行に支障をきたすほか、道路標識やカーブミ
ラー等が見にくくなり、交通事故の原因となります。
　私有地から張り出している木や竹は土地所有者の方に所有権があるため、道路管理者でせん定・伐採が
できません。
　木や竹の倒木等により自動車や歩行者等に損害が発生した場合、所有者が管理責任を問われることもあ
りますので、木や竹の適切な管理をお願いします。

樹木が道路上に張り出している

※緊急の場合は道路管理者が通行の支障となっている木や竹を了解なく伐採・撤去することがあります。
※せん定・伐採作業時には、歩行者、通行車両の安全確保をお願いします。
※電線や電話線がある場合は、事前に電気事業者または通信事業者にご相談ください。

■問合せ先■問合せ先
　《国道・県道》熊毛支庁建設課道路維持係　☎ 22‐1861　《国道・県道》熊毛支庁建設課道路維持係　☎ 22‐1861
　《市道》市役所建設課土木係　☎ 22‐1111内線 241　《市道》市役所建設課土木係　☎ 22‐1111内線 241

交通事故の原因に！所有者が責任を問われることもあります

【支障となる範囲】
　道路を安全に通行するため、一
定の幅、一定の高さの範囲内に通
行の障害となるものを設けてはな
らない区域として建築限界が定め
られています。
　建築限界に張り出した木や竹等
の伐採にご協力をお願いします。

境界 境界
越境部

通行障害部

建築限界
2.5m

建築限界
4.5m

歩道 車道

道路に張り出した
木木や竹竹の伐採をお願いします

市政の窓 2022.9 月号



⑪

建築工事や解体工事を行う場合  建築確認申請や各種届出が必要です

建築場所 建築物の種類・規模等 提出書類
都市計画
区域内

新築 全ての建築物

建築確認申請

増築・改築・移転 床面積が 10㎡を超えるもの

都市計画
区域外

①特殊建築物
（※ 1）

用途に供する部分の床面積の合計が 200 ㎡を
超えるもの

②木造の建築物

次のいずれかに該当するもの
・3階建て以上
・延べ面積が 500㎡を超えるもの
・高さが 13ｍを超えるもの
・軒の高さが 9ｍを超えるもの

③木造以外の建築物
次のいずれかに該当するもの
・2階建て以上
・延べ面積が 200㎡を超えるもの

①～③に該当しない建築物 床面積が 10㎡を超えるもの 建築工事届
土砂災害特別警戒区域内（※ 2） 居室を有する建築物を建築する場合 建築確認申請

（※ 1）特殊建築物とは、学校・病院・集会場・旅館・共同住宅・倉庫・車庫等です。この他にもありますので、
事前にご相談ください。
（※２）土砂災害特別警戒区域とは、土砂災害の恐れがある区域の中でも、特に建物が破壊され、住民に大
きな被害の生じる恐れのある区域として、県が指定した区域です。建築物の構造の規制がありますので、
事前にご相談ください。

建築確認申請・建築工事届について
　住宅や倉庫などの建築物を建築（新築・増築・改築・移転）しようとする場合は、工事をする前に建築
確認申請や建築工事届の提出が必要です。建築場所や建築物の用途・規模により提出する書類が異なりま
すので、詳細は市役所建設課建築住宅係または熊毛支庁建設課建築係までお問い合わせください。

工事の種類 規範の基準 提出書類 提出先

建築物の解体工事 床面積の合計：10㎡を超えるもの 建築物除却届 市役所建設課
建築住宅係

建築物の解体工事 床面積の合計：80㎡以上

建設リサイクル法
による届出書

熊毛支庁建設課
技術調整係

建築物の新築・増築工事 床面積の合計：500㎡以上

建築物の修繕・模様替
（リフォーム等） 請負代金の額：１億円以上

その他の工作物に関する
工事（土木工事等） 請負代金の額：500万円以上

建築物除去届・建設リサイクル法による届出書について
　建築物等の解体工事等を行う場合は、工事をする前に建築物除却届や建設リサイクル法による届出書の
提出が必要です。

■問合せ先　
《建築確認申請・建築工事届・建築物除却届に関すること》
　市役所建設課建築住宅係　☎ 22‐1111（内線 238）
　熊毛支庁建設課建築係　　☎ 22‐1867
《建設リサイクル法に関する届出書に関すること》
　熊毛支庁建設課技術調整係　☎ 22‐1866
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

■問合せ先
　市教育委員会社会教育課生涯スポーツ係
　☎ 22‐1111内線 259

第 60回市民体育祭の中止について

　10月 9日（日）に開催を予定していた第60回
市民体育祭は、新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から中止します。
　開催を楽しみにされていた皆さまには大変申し
訳ございませんが、ご理解のほどよろしくお願い
します。

積極的な飲食店第三者認証の取得及び
更新をお願いします

　県では、飲食店における第三者認証の新規の取
得または１年ごとの更新に必要な感染防止対策物
品の購入費等を補助しています。
　既に認証を受けているか、認証申請中の店舗を
対象に、１店舗当たり 10万円を上限として、ア
クリル板、消毒液等の購入費について補助を受け
ることが可能です。
　申請は、令和 3年度までに県の感染防止対策の
補助を受けたことのある飲食店も可能です。
※予算がなくなり次第終了します。
　この機会に積極的に認証を取得または更新して
いただくとともに、補助についてもお早めの申請
をお願いします。
【申請方法】郵送のみ
【申請期限】12月 28日（水）まで
※補助の詳細は、県ホームページをご覧ください。

■問合せ先
第三者認証取得飲食店感染防止対策支援事業事務局

　☎ 099‐248‐9084
　（9時～ 17時／土日祝除く）

鹿児島県  第三者認証取得飲食店  補助

■問合せ先
　県庁健康増進課
　☎ 099‐286‐2721

粒子線によるがん治療費の利子補給制度

　県では、指宿市にあるメディポリス国際陽子線
治療センターにおいて、粒子線治療を受ける患者
本人や家族等が治療費を金融機関から借り受けた
場合に、その利子の一部を助成します。
【対象者】県民（県内に１年以上在住している方で、
世帯全員の課税所得金額が 600万円以下の世帯に
属する方）
【対象借入金】銀行等からの借入金のうち粒子線治
療料相当額（ただし、限度額 314万円）
【利子補給率】
　年利率 (6％以内 ) の 100％…住民税非課税世帯
　年利率 (6％以内）の 50％…患者の属する世帯
全員の課税総所得金額が 600万円以下
【利子補給期間】5年を限度とする
※公的医療保険適用となっている小児がん、前立
腺がん、頭頸部がん、骨軟部がん、大型の肝臓がん、
肝内胆管がん、局所進行膵がん、局所大腸がん術
後再発については対象外となります。
※詳しくは県のホームページをご覧ください。

■問合せ先
　県教育庁高校教育課学校教育生徒指導班
　☎ 099‐286‐5532

「かごしま子供 SNS 相談・通報窓口」を
開設しています

　県教育委員会では、中学生・高校生等を対象に、
悩みの相談やいじめの目撃情報などを、SNS を
使って相談・連絡できる窓口を開設しています。
SNS 相談《17時～ 21時 30分（土日祝日も対応）》
・身近な人にはなかなか言えないような悩みにつ
いて、チャット形式で気軽に相談可能。（秘密厳守）
SNS 通報《24時間》
・いじめに関する情報など、友達のことでも自分
のことでも、いつでも SOS を伝えることが可能。
預かった SOSは学校へ届けます。
【開設期間】3月 31日（金）まで
※登録方法等、詳細については、県教育委員会ホー
ムページをご覧ください。
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■問合せ先
　市役所地域支援課協働推進係
　☎ 0997‐22‐1111内線 214
　FAX 0997‐22‐0295（総務課経由）

国民健康保険被保険者の皆さまへ国民健康保険被保険者の皆さまへ
人間ドック人間ドックを受診する方は、を受診する方は、
補助金 25,000 円補助金 25,000 円が受けられます！が受けられます！

<人間ドック　受診の流れ>
①医療機関に受診日を予約
対応医療機関は、

鹿児島厚生連病院
鹿児島県民総合保健センター
種子島医療センターなど、

複数機関あります。

②補助金を申請

市健康保険課窓口
で申請してくださ
い。人間ドックの
場 合、25,000 円
の補助を受けられ
ます。

④健診結果を提出

健診結果と受診券は
がきを市健康保険課
に提出してくださ
い。保健師等による
健康相談をさせてい
ただきます。

③人間ドック受診

予約日に受診し
てください。

※脳ドック、PET検診についても補助が受けられます。
※施設利用日において、国保加入期間が引き続き 1年以上で 20歳以上
の被保険者が対象です。人間ドック受診者は、特定健診受診者と見なす
ことができます。

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係☎ 22‐1111内線 308

▶ ▶ ▶

空き家バンクのご紹介空き家バンクのご紹介
　空き家を貸したい人と、空き家を借りたい人との橋渡
しを行い、空き家を有効活用することで、定住促進や地
域活性化を図ります。
～空き家バンクに登録しませんか？～～空き家バンクに登録しませんか？～

　現在、本市空き家バンク登録物
件のうち、空き物件が残りわずか
となっています。
　島外からの移住希望者だけで
なく、「結婚したので新居を探し
ています」という島内在住者や、
「地元に戻りたいけれど、家が見
つかりません」というＵターン希
望者等、多くの相談が寄せられて
いますが、家が足りていない状況
です。空き家の活用についてお悩
みの方は、お気軽に本市へお問合
せください。空き家バンクへの登
録について、ご検討よろしくお願
いします。

空き家バンク登録物件
（校区別 R4.8.1 時点） 

校区 登録数
榕城 38
上西 5
下西 8
国上 6
伊関 2
安納 4
現和 4
安城 4
立山 1
中割 0
古田 2
住吉 1
合計 75

～空き家バンクの主な流れ～～空き家バンクの主な流れ～

１．空き家を貸したい方は、物件情報を市
の空き家バンク制度に登録
２．物件情報を審査後、ホームページ等に
て情報公開
３．物件情報を見て、物件を借りたい方は
利用申込を行う
４．物件所有者等へ利用申込者情報の紹介
５．物件所有者等と利用申込者の当事者間
において、交渉契約
※ 市は、物件の賃貸や売買に関する交渉、
契約には関与することができません。不動
産業者へのご相談をおすすめします。

空き家バンク情報の詳細は、本市移住支援空き家バンク情報の詳細は、本市移住支援
情報サイトでもご確認いただけます。情報サイトでもご確認いただけます。

【URL】
　http://iju-tanegashima.jp/
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国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
合
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
2
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

№ 38

　

皆
さ
ん
、
ど
う
も
、
国
際
交
流
員
の

ラ
イ
ア
ン
で
す
。
お
元
気
で
す
か
？

私
が
種
子
島
に
来
て
も
う
３
年
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
こ
で
過
ご
し
た
夏
の
中
で
、

今
年
の
夏
は
一
番
暑
い
気
が
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
何
と
か
暑
さ
を
凌
げ
る
よ
う

に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
私
が
種

子
島
に
来
た
の
は
２
０
１
９
年
８
月

で
、
仕
事
で
こ
こ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
島
で
の
生
活
で
し
た
の
で
、

島
で
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
色
々

経
験
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の

契
約
は
今
年
８
月
ま
で
で
す
。
も
う
、

人
生
の
次
の
チ
ャ
プ
タ
ー
を
め
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
舞
台
は
日

本
の
ど
こ
か
か
、
海
外
の
ど
こ
か
か
は

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
こ
の

コ
ラ
ム
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

正
直
言
う
と
、
何
度
も
ネ
タ
が
な
い

か
と
気
を
揉
ん
で
、
つ
ま
ら
な
い
記

事
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
笑
）。
で
も
、
皆
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん

で
い
た
だ
き
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ

て
い
た
だ
け
た
の
な
ら
、
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
互

い
に
理
解
を
深
め
て
い
け
れ
ば
良
い

で
す
ね
。

　

本
当
に
３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
皆
さ
ん
、
ど
う
も
、
国
際
交

流
員
の
ラ
イ
ア
ン
で
し
た
。
お
元
気

で
ね
。

ラ
ス
ト
コ
ラ
ム

ラ
ス
ト
コ
ラ
ム 

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

今月のテーマ

避
難
所
生
活
に
つ
い
て

台
風
等
で
避
難
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
市
内
15
ヶ
所
に

あ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
開
設
し
ま
す
。

※
規
模
が
大
き
く
な
る
と
臨
時
で
避
難
所
を
増
設
し
ま
す
。

■問合せ先　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111内線 206

シリーズシリーズ
【第 5回】 防防 災災

～避難所での生活を経験したことはありますか？～
　大半の方々は、避難所へ行った経験がないのではないでしょうか。今回は、
災害時の避難所生活を中心にご紹介します。※避難場所、避難する時にあ
ると便利なものについては先月、先々月の記事をご覧ください。

▲ 経済観光課の皆さんと記念撮影▲ 経済観光課の皆さんと記念撮影▲ 記念品をいただきました▲ 記念品をいただきました
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№ 236
■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

須
川
展
也
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
が
公
演
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
30
日
（
土
）、
市
民
会
館
で
、

須
川
展
也
さ
ん
（
日
本
が
世
界
に
誇

る
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏

者
）
と
小
柳
美
奈
子
さ
ん
（
伴
奏
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
し
ま
う
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
に
よ
る
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
が
公
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と

幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
、
力
強
く

も
優
し
い
演
奏
と
心
安
ら
ぐ
旋
律
に

会
場
中
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、日
本
民
謡
で
は
種
子
島
民
謡
（
子

守
唄
）
の
「
よ
う
か
い
」
も
演
奏
さ

れ
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
、
市
内
の
吹
奏

楽
愛
好
者
を
対
象
と
し
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
演
奏
指
導
）
も
開
催
さ
れ
、
課

題
曲
を
そ
の
場
で
須
川
さ
ん
に
演
奏

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ほ
か
に
、
質
疑
応
答
や
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
時
間
も
あ
り
、
か

け
が
え
の
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
（
公
財
）
三

井
住
友
海
上
文
化
財
団
の
助
成
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲ クリニックの様子▲ クリニックの様子 ▲ 公演中の須川さんと小柳さん▲ 公演中の須川さんと小柳さん
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
居
権
を
譲
っ
て
」

「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
居
権
を
譲
っ
て
」

                
                　

　

…
そ
の
電
話
は
詐
欺
で
す
…

　
　

…
そ
の
電
話
は
詐
欺
で
す
…

【
事
例
】

　

介
護
施
設
運
営
会
社
を
名
乗
る
人
か
ら
、「
市
内
に
介
護
施
設
が
で
き
、

市
内
居
住
者
の
あ
な
た
に
は
入
居
権
が
あ
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。「
必

要
な
い
」
と
断
る
と
「
他
市
に
住
む
女
性
に
権
利
を
譲
っ
て
あ
げ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
承
諾
し
た
。

　

後
日
弁
護
士
を
名
乗
る
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
は
入
居
す
る

つ
も
り
が
な
い
の
に
申
し
込
ん
だ
の
で
犯
罪
だ
。
違
反
金
６
０
０
万
円
支

払
わ
な
い
と
逮
捕
さ
れ
拘
置
所
に
入
る
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。

お
金
は
用
意
し
た
が
騙
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
60
歳
代　

女
性
）

☆
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

◆
実
在
す
る
企
業
名
な
ど
を
名
乗
り
、「
高
齢
者
施
設
の
入
居
権
を
譲
っ

て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
持
ち
掛
け
る
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で
す
。

相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、さ
ま
ざ
ま
な
口
実
で
金
銭
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
不
安
に
感
じ
て

も
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、
絶
対
に
お
金
は
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

｢

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

と
は
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

利
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

●
い
つ
で
も
、
最
新
の
年
金
記
録
が
確

認
で
き
ま
す

　

24
時
間
い
つ
で
も
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
よ
り
も
新
し
い
年
金
記
録
を
確

認
で
き
ま
す
。
今
後
、｢

ね
ん
き
ん
定

期
便｣

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
受
け

取
り
い
た
だ
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

す
。

●
記
録
の
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
発

見
が
容
易
に
な
り
ま
す

　

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、

標
準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
記
録
が
分
か
り
や

す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●｢

私
の
履
歴
整
理
表｣

で
記
録
の
確

認
が
容
易
に
な
り
ま
す

　

画
面
の
指
示
に
従
っ
て
、｢

私
の
履

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

歴
整
理
表｣

が
ご
自
宅
で
簡
単
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
、
年
金
記
録
の
確
認

に
役
立
ち
ま
す
。

●
将
来
の
年
金
額
が
試
算
で
き
ま
す

　
「
年
金
受
給
を
65
歳
よ
り
早
め
た
い
」

「
70
歳
ま
で
勤
め
る
の
で
年
金
受
給
を

遅
ら
せ
る
と
ど
れ
だ
け
増
額
と
な
る

か
？
」
な
ど
、
人
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
ま
す
。

●
免
除
申
請
や
資
格
取
得
、
資
格
変
更

の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
　

毎
年
、
市
役
所
で
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方

や
、
申
請
が
面
倒
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、

市
役
所
へ
の
来
庁
が
難
し
い
方
は
ご
自

宅
で
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係
で
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
登
録
を
お
手
伝
い
で

き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

⑯市政の窓 2022.9 月号



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
内
）
☎
２
３
‐
５
２
２
５

（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
内
）
☎
２
３
‐
５
２
２
５

「
認
知
症
を
理
解
し

一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」

　

鹿
児
島
県
で
は
、
認
知
症
の
正
し

い
理
解
の
更
な
る
普
及
啓
発
や
認
知

症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
あ
る
９
月
21
日
を

含
む
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
一

週
間
を
「
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に

歩
む
県
民
週
間
」
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症

す
る
可
能
性
が
高
ま
る
病
気
で
す
。

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
ま
た
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
身
近
な
病
気
で
す
。

　

地
域
全
体
で
認
知
症
の
人
や
家
族

を
見
守
り
、
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
認

知
症
に
関
心
を
持
ち
、
身
近
な
理
解

者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◆ 

高
齢
者
を
見
守
る
ポ
イ
ン
ト

・
会
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

・
見
だ
し
な
み
を
構
わ
な
く
な
っ
た

・
近
所
な
の
に
道
に
迷
っ
て
い
る

　

様
子

・
新
聞
や
郵
便
物
が
ポ
ス
ト
に
た

　

ま
っ
て
い
る

・
夜
に
電
気
が
つ
か
な
い
、
昼
間

　

な
の
に
電
気
が
つ
い
た
ま
ま

・
同
じ
洗
濯
物
が
何
日
も
干
し
っ

　

ぱ
な
し

・
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

　

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
６
号

機
に
よ
る
革
新
的
衛
星
技
術
実

証
３
号
機
、
Ｑ
Ｐ
Ｓ
‐
Ｓ
Ａ
Ｒ

‐
３
、
Ｑ
Ｐ
Ｓ
‐
Ｓ
Ａ
Ｒ
‐
４

の
打
上
げ
予
定
日
が
10
月
７
日

（
金
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
大
隅

半
島
の
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測

所
か
ら
打
ち
上
げ
ま
す
。
天
気

次
第
で
は
、
島
内
か
ら
も
打
上

げ
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

イ
プ
シ
ロ
ン
６
号
機

10
月
７
日
（
金
）
打
上
げ
予
定

（
本
文
の
内
容
は
８
月
10
日
現
在
）

種
子
島

  

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
ス
ク
ー
ル

８
月
２
日（
火
）〜
５
日（
金
）に
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

主
催
の
種
子
島
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー

ス
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
宇
宙

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
全
国
の

高
校
生
が
チ
ー
ム
で
協
力
し「
宇

宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
む

宿
泊
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
今

回
は
２
０
１
８
年
度
以
来
の
現

地
開
催
と
な
り
、
全
国
各
地
か

ら
12
名
の
高
校
生
が
参
加
し
、

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
２
０
４
０
年
の
ロ
ケ
ッ
ト
と

発
射
場
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
職
員
の
講
義
や
施
設
見
学
の

他
、
発
射
・
追
跡
管
制
作
業
な

ど
も
体
験
し
、
打
上
げ
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

発射・追跡管制作業の様子

９
月
18
日
〜
９
月
24
日

　

右
記
の
よ
う
な
異
変
が
あ
る
場
合
、

認
知
症
に
な
っ
て
い
た
り
、
暮
ら
し
・

虐
待
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
・
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
か
か
り

つ
け
医
や
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
（
せ
い
ざ
ん
病
院
☎
２
８
‐

３
７
７
１
）
等
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
31
日
（
日
）
に
予
定
し

て
い
た
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

特
別
公
開
２
０
２
２
に
つ
き
ま

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
開
催
中

止
と
い
う
判
断
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様

に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
別
の
機

会
、
方
法
で
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

事
業
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
よ
り
一
層
広
報
活

動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

特
別
公
開
の
開
催
中
止
に
つ
い
て
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（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

伊
達　

誠
悟　
　
　

川
迎

　
　

＆

丸
山　

紗
弥
華　
　

西
町

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
8
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
8
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
8
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

林　

茉ま

い

か
依
香

女

尚
吾

奈
々
江
鹿
児
島
市

今
吉　

柚ゆ
ず
は陽

女

圭
介

由
衣

鹿
児
島
市

白
石　

陽ひ

ま麻

女

宏
明

佳
代

埼
玉
県

里
村　

奏そ
う
す
け侑

男

明
紀

莉
枝

西
町　

石
井　

太た
い
が賀

男

正
将

望
都
子
熊
本
県　

酒
井　

彩い
ろ
は羽

女

一
也

麻
美

朝
日
が
丘

西
村　

咲え

ま舞

女

将
太
朗
奈
美

池
野

時
吉　

尊み
こ
と斗

男

亮
介

昌
子

上
之
原
町

𠮷
留　

一い
お
り織

女

一
平

汐
織

美
浜
町

𠮷
留　

叶と
う
ま真

男

勇
作

由
衣

鹿
児
島
市

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

鮫
島　

マ
サ
子

75

現
和
上
之
町

池
浪　

ユ
ミ
子

90

池
田

寺
元　

満
男

79

寺
之
門

園
田　

隆
則

88

西
俣

奈
尾　

誠

75

西
町

中
村　

繼
男

83

国
上
中
目

和
田　

幸
夫

63

岳
之
田

岡
留　

康
元

65

松
畠

小
山
田　

ト
ミ
子

89

現
和
上
之
町

椎
田　

ミ
ツ
エ

100

下
郷

岩
坪　

タ
ケ
子

80

塰
泊

古
元　

数
子

96

塰
泊

牧
瀬　

重
信

76

大
野

射　
　

勇

92

番
屋
峯

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
６
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

連
城　

和
代

国
上
中
目
石
花　

春
雄

濵
添　

一
郎

浅
川

濵
添　

ト
ヨ

伊
藤　

ゆ
か
り
鴨
女
町

伊
藤　

榮
美
子

広告広告

宮
坂　

都
子

79

城

船
川　

文
二

80

松
畠

上
妻　

敏
彦

86

住
吉
中
之
町

　

市
政
の
窓
8
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

19
ペ
ー
ジ
「
文
芸
に
し
の
お
も
て
」
の

鹿
児
島
市
・
吉
盛
正
子
様
の
作
品
中

　
（
誤
）
か
の
国
に
子
ら
の
笑
顔
が
戻
る

よ
う
東
の
ひ
ま
わ
り
抱
え
て
帰
る

　
（
正
）
か
の
国
に
子
ら
の
笑
顔
が
戻
る

よ
う
束
の
ひ
ま
わ
り
抱
え
て
帰
る

新型コロナウイルス感染症対策

戸籍の窓

【仕事内容】
①⇒レジ接客・品出し・売場作り・発注等
②⇒弁当製造

ファミリーマート西之表西町店
オープニングスタッフ募集

ファミリーマート種子島駐在所
080-1789-6299　担当：迫田
※平日9：00～17：00まで受付可。

問い合わせ

①レジスタッフ 【時給850円　※22時以降1,032円】
   A：8時～13時　B:13時～17時　C：17時～21時
   D：21時～0時　E：0時～翌8時
②厨房スタッフ
   A：5時～8時　B：8時～13時　C:13時～18時
※勤務時間は相談に応じます。
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広告広告

青果状況【7月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 128 71 1,085 196
葉茎菜
　　類 122 38 2,761 341

果菜類 2,652 641 2,334 329
その他 3,829 1,179 3,209 549
小 計 6,731 1,929 9,389 1,415

果
物
類

かん
きつ類 0 0 156 77

果瓜類 579 75 1,037 155
その他 588 478 1,077 244
小 計 1,167 553 2,270 476

鳥卵・　　
加 工 品 等 16 8 708 226

花　類 13,340
本 478 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
20トン

8トン
（40％）

12トン
（60％）

取引額
509万円

297万円
（58％）

212万円
（42％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《9月の休み》
4 日・7 日・11 日・14 日・18 日・
19日・23日・25日・28日

■問合せ先
　種子島公設地方卸売市場
　☎ 22‐0216

エ
ン
ジ
ン
の
音
響
か
せ
て
草
を
刈
る
息
子
の
背
に
汗
に
じ
み
お
り

減
っ
て
き
た
田
植
え
の
準
備
万
端
の
田
ん
ぼ
見
か
け
て
心
ほ
っ
こ
り

宝
石
を
鏤ち

り
ばめ

た
よ
う
満
天
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
星
の
競
演

朝
起
き
て
時
計
を
見
る
と
ま
だ
五
時
だ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
か
ら
ゴ
ミ
を
出
そ
う
か

猛
暑
日
は
人
も
草
木
も
よ
れ
よ
れ
に
天
女
は
涼
む
古
冷
蔵
庫

映
像
に
勝
者
敗
者
の
顔
の
出
る
参
院
選
挙
終
は
り
し
十
日

気
力
出
す
猫
の
御
飯
は
か
ろ
う
じ
て
炊
掃
除
も
夫
あ
り
て
こ
そ

又
来
た
の
ね
年
は
い
ら
な
い
誕
生
日

孫
子
ら
の
顎
の
下
に
収
ま
り
て
写
す
ひ
と
こ
ま
成
人
の
日
の

豪
雨
後
の
朝も

や靄
流
れ
爽
や
か
な
涼
風
強
く
皆
々
晴
れ
る

亡
き
母
が
植
え
た
杉
の
木
矢
を
つ
く
早
く
育
て
と
我
が
子
に
託
し

救
急
車
ど
こ
ま
で
行
く
や
出
勤
の
時
刻
娘
が
ふ
い
と
気
に
な
る

黒
つ
ぐ
の
甘
き
香
り
に
誘
わ
れ
て
朝
露
を
踏
み
深
呼
吸
す

熊
野
浜
メ
ヒ
ル
ギ
根
本
砂
の
中
潮
の
満
ち
引
き
小
魚
の
寝
ぐ
ら

雨
こ
も
る
桜
島
か
げ
水
脈
遠
し

花
開
く
夏
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い

中
野
・
榎
本　

澄
江

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

中
西
・
新
藤　

富
美
恵

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

宮
崎
県
宮
崎
市
・
長
友　

幸
憲

横
山
・
中
目　

健
一
郎

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

中
西
・
宮
村　

ノ
シ
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
恵

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
や
す
ひ
ろ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,572 3,969 7,541 3,925
上西 228 246 474 274
下西 1,008 1,088 2,096 1,150
国上 480 497 977 551
伊関 184 202 386 215
安納 176 175 351 201
現和 548 576 1,124 638
安城 149 140 289 163
立山 45 39 84 48
中割 37 34 71 52
古田 151 179 330 175
住吉 372 433 805 461

［校区別］

［人口］
全体 14,528 人（－ 9）
男性 6,950 人（＋ 2）
女性 7,578 人（－ 11）
［世帯数］
7,853 世帯（＋4）
（　）内の数字は前月比

7月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　73件
うち急病　52件

7月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

8月 10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

⑲ 市政の窓2022.9 月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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